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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次  
第13期

第３四半期
連結累計期間

第14期
第３四半期
連結累計期間

第13期

会計期間  
自　2022年９月１日
至　2023年５月31日

自　2023年９月１日
至　2024年５月31日

自　2022年９月１日
至　2023年８月31日

売上高 （千円） 1,083,880 163,229 1,187,284

経常損失（△） （千円） △197,239 △284,936 △269,767

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純損失（△）
（千円） △170,597 △278,928 △488,081

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △170,597 △278,928 △488,081

純資産額 （千円） 1,849,413 1,467,148 1,531,865

総資産額 （千円） 2,470,168 2,009,435 2,140,107

１株当たり四半期（当期）純損失

（△）
（円） △10.13 △16.09 △28.98

潜在株式調整後１株当たり四半期

(当期)純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 74.9 73.0 71.6

 

回次  
第13期

第３四半期
連結会計期間

第14期
第３四半期
連結会計期間

会計期間  
自　2023年３月１日
至　2023年５月31日

自　2024年３月１日
至　2024年５月31日

１株当たり四半期純損失（△） （円） △2.39 △5.59

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第13期第３四半期連結累計期間及び第13期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。第14期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益ついては、潜在株式が存在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容に重要な変更はありません。また、主要な関

係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている以下の主要なリスクが発生しております。

なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

 

継続企業の前提に関する重要事象等について

当社グループは、前連結会計年度において、営業損失、経常損失、親会社株主に帰属する当期純損失を計上してお

りました。また、当第３四半期連結累計期間においても、274,759千円の営業損失、284,936千円の経常損失、

278,928千円の親会社株主に帰属する四半期純損失を計上しております。これにより、継続企業の前提に重要な疑義

を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

このような事象又は状況を解消すべく、販売用不動産の売却による売上高の確保及び営農型再生可能エネルギーの

推進による既存事業の収益構造の強化、新規事業における新たな収益基盤の構築を進めております。

また、2023年12月に第10回新株予約権を発行し、当第３四半期連結累計期間において当該新株予約権の行使により

211,248千円の資金調達を行うなど、資本の増強を進めております。

これらの対応策を考慮したうえで、当第３四半期連結会計期間末以降の資金繰りを検討した結果、当面の事業資金

を確保していることから当社の資金繰りに重要な懸念はありません。

以上により、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。
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２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、提出日現在において当社グループが判断したものです。

 

(1) 経営成績等の状況の概要

当第３四半期連結累計期間（2023年９月１日～2024年５月31日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善

しつつも、個人消費においては足踏みの状況がみられました。また世界的な金融引締めに伴う影響や中国経済の先

行き懸念など、海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとなっており、物価上昇、ウクライナ及び中

東地域をめぐる情勢、金融資本市場の変動等の影響から依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループが主要事業とする再生可能エネルギー業界におきましては、第28回気候変動枠組条約締約国会議

（COP28）において、COP26で採択されたパリ協定の目標をさらに強化する採択がなされたことにより、気候変動対

策の加速を図るものとなり、今後も国内を始め世界的にも再生可能エネルギー市場は順調に拡大していくものと期

待されています。

 

そのような環境のなか、当社グループは事業を通じ「ヒトと社会の持続的な豊かさと幸福に貢献」するため、

（ⅰ）稼働中の太陽光発電所の仕入販売

（ⅱ）太陽光発電所の運営による売電

（ⅲ）太陽電池モジュール等の発電関連商材の仕入販売

（ⅳ）太陽光発電所及び小水力発電所の運営管理業務の受託

（ⅴ）非常用ガスエンジン発電機及びマグネシウム電池の開発

（ⅵ）健康食品、基礎化粧品及び一般医療機器の仕入販売

（ⅶ）感染予防のための消毒用噴霧器のＯＥＭ供給

上記事業について継続的に推進し発展させると共に、新たな事業領域の開拓に果敢にチャレンジし、収益基盤の

強化を図っております。

 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における連結売上高は163百万円（前年同期比84.9％減）と減収となり

ました。その主な要因は、前第３四半期連結累計期間では、前々期に売上計上予定であった太陽光パネルの販売が

ずれ込み、前第３四半期連結累計期間に売上が計上された一方で、当第３四半期連結累計期間では、販売用不動産

として保有している太陽光発電所が未だ販売に至らず売上が計上されなかったためであります。

損益の状況については、特設注意市場銘柄（現：特別注意銘柄）の解除により販売費及び一般管理費の圧縮を実

現したものの、販売用不動産が販売に至っていないことに加え、サステナブル事業における健康食品及び基礎化粧

品等の販売数量が減少したこと等から、連結営業損失は274百万円（前年同期は186百万円の損失）、経常損失は

284百万円（前年同期は197百万円の損失）と営業損益、経常損益ともに損失の計上となり、親会社株主に帰属する

四半期純損失は278百万円（前年同期は170百万円の損失）となりました。

 

当第３四半期連結累計期間におけるセグメント毎の経営成績は以下のとおりです。

（再生可能エネルギー事業）

再生可能エネルギー事業は、太陽光発電所の販売活動を継続しつつ、同発電所の売電収入などにより、売上高

は99百万円（前年同期比88.3％減）、セグメント損失（営業損失）は32百万円（前年同期は18百万円の利益）と

なりました。

 

（新規エネルギー事業）

新規エネルギー事業は、主に非常用ガス発電機やマグネシウム電池等の商品化に向けた開発活動及び新規事業

化に向けたシーズの探索を行いました。当第３四半期連結累計期間において、引き続き費用が先行し、セグメン

ト損失（営業損失）は５百万円（前年同期は10百万円の損失）となりました。

 

（サステナブル事業）

サステナブル事業は、基礎化粧品及び健康食品の仕入販売、感染予防のための消毒機器のＯＥＭ供給事業など

により、売上高は64百万円（前年同期比72.8％減）、セグメント利益（営業利益）は28百万円（前年同期比

58.4％減）となりました。
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(2) 財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して130百万円減少し、2,009百万円と

なり、総負債は、前連結会計年度末と比較して65百万円減少し、542百万円となりました。

内訳は以下のとおりです。

（流動資産）

流動資産は、前連結会計年度末と比較して84百万円減少し、1,787百万円となりました。

その主な要因は、現金及び預金が100百万円増加し、販売用不動産が94百万円、未収消費税等が103百万円減少

したことによるものであります。

 

（固定資産）

固定資産は、前連結会計年度末と比較して46百万円減少し、222百万円となりました。

その主な要因は、機械装置及び運搬具が６百万円、のれんが７百万円、有形固定資産のその他に含まれる土地

が30百万円減少したことによるものであります。

 

（流動負債）

流動負債は、前連結会計年度末と比較して20百万円減少し、102百万円となりました。

その主な要因は、流動負債のその他が３百万円増加し、１年内返済予定の長期借入金が16百万円、買掛金が６

百万円減少したことによるものであります。

 

（固定負債）

固定負債は、前連結会計年度末と比較して45百万円減少し、440百万円となりました。

その主な要因は、長期借入金が16百万円、長期設備関係未払金が26百万円減少したことによるものでありま

す。

 

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末と比較して64百万円減少し、1,467百万円となりました。

その主な要因は、資本金が106百万円、資本剰余金が106百万円増加し、利益剰余金が278百万円減少したこと

によるものであります。
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(3) 経営方針・経営戦略、経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当第３四半期連結累計期間において当社グループが定めている経営方針・経営戦略等に重要な変更及び新たに定

めたものはありません。

 

(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において新たに発生した優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題は、「１　事業

等のリスク　継続企業の前提に関する重要事象等について」をご参照ください。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 70,000,000

計 70,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2024年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（2024年７月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 19,327,720 19,327,720
東京証券取引所

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 19,327,720 19,327,720 － －

（注）発行済株式のうち、132,000株は、現物出資(金銭報酬債権95,700千円)によるものであります。
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（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額

（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2024年３月１日～

2024年５月31日
－ 19,327,720 － 1,169,938 － 379,187

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2024年２月29日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

    2024年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,019,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 18,173,000 181,730

完全議決権株式であり、

株主としての権利内容に

制限のない、標準となる

株式であります。単元株

式数は100株であります。

単元未満株式 普通株式 135,120 － －

発行済株式総数  19,327,720 － －

総株主の議決権  － 181,730 －

（注）「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式にかかる議決権の数20個が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2024年５月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数

に対する所有

株式数の割合

（％）

株式会社ジー・スリー

ホールディングス

東京都品川区

東品川二丁目

３番14号

1,019,600 － 1,019,600 5.28

計 － 1,019,600 － 1,019,600 5.28
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２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2024年３月１日から

2024年５月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2023年９月１日から2024年５月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、監査法人アリアにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年５月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 225,705 326,184

売掛金 46,944 21,335

商品 27,976 67,343

仕掛販売用不動産 － 2,566

販売用不動産 1,437,008 1,342,676

未収還付法人税等 12,018 －

未収消費税等 109,132 6,053

その他 13,439 21,903

貸倒引当金 △889 △889

流動資産合計 1,871,335 1,787,173

固定資産   

有形固定資産   

機械装置及び運搬具（純額） 112,915 106,307

その他 92,671 60,951

有形固定資産合計 205,586 167,258

無形固定資産   

のれん 26,535 18,574

その他 417 344

無形固定資産合計 26,952 18,919

投資その他の資産   

出資金 250 100

敷金及び保証金 35,983 35,983

投資その他の資産合計 36,233 36,083

固定資産合計 268,772 222,261

資産合計 2,140,107 2,009,435
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年５月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 7,116 410

１年内返済予定の長期借入金 38,733 22,260

未払金 6,673 7,693

設備関係未払金 34,884 35,680

前受金 110 －

未払法人税等 8,117 4,994

賞与引当金 5,800 6,840

その他 20,654 24,163

流動負債合計 122,089 102,043

固定負債   

長期借入金 53,278 36,583

長期設備関係未払金 413,221 386,360

長期前受収益 5,920 5,614

資産除去債務 11,559 11,612

関係会社事業損失引当金 72 72

その他 2,100 －

固定負債合計 486,152 440,243

負債合計 608,241 542,286

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,062,957 1,169,938

資本剰余金 672,222 779,200

利益剰余金 24,011 △254,917

自己株式 △227,325 △227,448

株主資本合計 1,531,865 1,466,773

新株予約権 － 375

純資産合計 1,531,865 1,467,148

負債純資産合計 2,140,107 2,009,435
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年９月１日
　至　2023年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年９月１日
　至　2024年５月31日)

売上高 1,083,880 163,229

売上原価 875,588 140,271

売上総利益 208,291 22,957

販売費及び一般管理費 394,966 297,717

営業損失（△） △186,675 △274,759

営業外収益   

受取利息 8 1

償却債権取立益 270 30

未払配当金除斥益 710 －

還付加算金 216 167

その他 94 22

営業外収益合計 1,299 222

営業外費用   

支払利息 11,748 10,399

支払手数料 112 －

その他 2 －

営業外費用合計 11,863 10,399

経常損失（△） △197,239 △284,936

特別利益   

関係会社株式売却益 29,252 －

土地売却益 － 4,800

受取保険金 － 2,148

特別利益合計 29,252 6,948

特別損失   

固定資産売却損 104 －

是正工事費用 1,470 －

特別損失合計 1,574 －

税金等調整前四半期純損失（△） △169,561 △277,988

法人税等 1,035 940

四半期純損失（△） △170,597 △278,928

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △170,597 △278,928

 

【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年９月１日
　至　2023年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年９月１日
　至　2024年５月31日)

四半期純損失（△） △170,597 △278,928

四半期包括利益 △170,597 △278,928

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △170,597 △278,928

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

合同会社ＥＳクリーンエナジー１号は新たに設立したため、第２四半期連結会計期間より同社を連結の範囲に

含めております。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

税金費用の計算

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に見積実効税率を乗じております。但し、見積実効税

率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用しております。

 

（追加情報）

該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれん償却額は、次のとおりであ

ります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2022年９月１日
至 2023年５月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2023年９月１日
至 2024年５月31日）

減価償却費 36,940千円 103,151千円

のれん償却額 79,114千円 7,960千円

 

（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　2022年９月１日　至　2023年５月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　2023年９月１日　至　2024年５月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

当第３四半期連結累計期間において、新株予約権の行使により、資本金が106,980千円、資本剰余金が

106,977千円増加しております。この結果、当第３四半期連結会計期間末において、資本金が1,169,938千

円、資本剰余金が779,200千円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ．前第３四半期連結累計期間（自　2022年９月１日　至　2023年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
再生可能
エネルギー

事業

新規
エネルギー

事業

サステナブル
事業

売上高       

顧客との契約から

生じる収益
847,475 90 236,314 1,083,880 － 1,083,880

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 847,475 90 236,314 1,083,880 － 1,083,880

セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ － － － － －

計 847,475 90 236,314 1,083,880 － 1,083,880

セグメント利益又は損失

（△）
18,595 △10,672 68,475 76,398 △263,073 △186,675

（注）１．セグメント利益又は損失(△)の調整額△263,073千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ．当第３四半期連結累計期間（自　2023年９月１日　至　2024年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
再生可能
エネルギー

事業

新規
エネルギー

事業

サステナブル
事業

売上高       

顧客との契約から

生じる収益
99,045 － 64,184 163,229 － 163,229

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 99,045 － 64,184 163,229 － 163,229

セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ － － － － －

計 99,045 － 64,184 163,229 － 163,229

セグメント利益又は損失

（△）
△32,940 △5,447 28,491 △9,896 △264,862 △274,759

（注）１．セグメント利益又は損失(△)の調整額△264,862千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失（△）及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年９月１日
至　2023年５月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年９月１日
至　2024年５月31日）

（１）１株当たり四半期純損失（△） △10.13円 △16.09円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（千円）
△170,597 △278,928

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純損失（△）（千円）
△170,597 △278,928

普通株式の期中平均株式数（株） 16,843,037 17,339,213

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 － －

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） － －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －

（注）前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在

株式が存在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年７月12日

株式会社ジー・スリーホールディングス

取締役会　御中

 

監査法人アリア

東京都港区

代 表 社 員

業 務 執 行 社 員
　公認会計士 　茂　木　秀　俊

代 表 社 員

業 務 執 行 社 員
　公認会計士 　山　中　康　之

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジー・

スリーホールディングスの2023年９月１日から2024年８月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年３

月１日から2024年５月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年９月１日から2024年５月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジー・スリーホールディングス及び連結子会社の2024年５月

31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において
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四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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